
テーマ
Type2炎症性皮膚疾患の潮流
～Type2炎症を広く捉える～

演題2「結節性痒疹の病態におけるIL-4/13の役割」
中嶋 千紗 先生  近畿大学医学部 皮膚科学教室 特命准教授

第75回日本皮膚科学会中部支部学術大会
スポンサードシンポジウム2

〒450-6002 愛知県名古屋市中村区名駅1-1-4
会場：名古屋マリオットアソシアホテル 16階 「第1会場」（タワーズボールルーム1+2）
日時：2024年10月13日（日）13:20～15:20

本セミナーはライブ配信でご視聴になれます。視聴方法の詳細は学術大会ウェブサイト（https://cjda75.jp）をご確認ください。LIVE配信

共催：第75回日本皮膚科学会中部支部学術大会

ハイブリッド開催

「リアルワールドデータから考える、
アトピー性皮膚炎におけるIL-4/IL-13抑制の意義」
今井 康友 先生  野田阪神駅前いまい皮フ科小児皮フ科アレルギー科 院長、

演題3

兵庫医科大学皮膚科学 非常勤講師

「慢性特発性蕁麻疹（CSU）の病態と
　　　　　　　　その臨床応用について考える」
矢上 晶子 先生  藤田医科大学 ばんたね病院 総合アレルギー科 教授

演題1

藤田医科大学 総合アレルギーセンター センター長

座長
椛島 健治 先生  京都大学大学院医学研究科 皮膚科学 教授

戸倉 新樹 先生  中東遠総合医療センター 参与、アレルギー疾患研究センター長、
皮膚科・皮膚腫瘍科診療部長、浜松医科大学名誉教授


